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 特集 コアジサシの行方!! 第５回 

「ホルムズ海峡、越えてきたんだって」 

鳥の渡りは大変な作業である。 

もっと細かに感情まで把握出来るセンサーがあるといい。 

暑い、寒い、美味い、まずい。嬉しい、哀しい。 

ここの虫美味いなぁ、帰りが楽しみだぜ。で、帰りに寄っ

たら汚染されてまずかったとかね。 

 エモーショナルな表現を楽しむだけでなく、きっとこの

星の役に立つこと大だと思うね。   岩本久則 
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日本野鳥の会佐賀県支部のコアジサシとの関わり

は、2021 年佐賀市浄水場跡地で除草作業をされていた

シルバ－人材の方よりの一報からです。 

「草刈に来ている空き地にコアジサシが卵を抱いてい

るが、来週には工事事務所が建つ、なんとか助けるこ

とが出来ないか？」と。現場確認後に建設会社に出向

き、巣立つまでの延期をお願いしましたら、なんと！

快諾頂けました。まさかの快諾、嬉しくて新聞やテレ

ビのメディアに取材依頼し、取り上げてもらいました。 

その後、ヒナ誕生に至りましたが、数日で親鳥共々

消滅。「カラスが襲った！ネコが居た？」との噂だけが

残りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀でのコアジサシの営巣は珍しく、私の知る限り

4 例しかありません。その都度、コアジサシの営巣地は

見に行きましたが巣立ちまで確認することは無く、バ

－ドウォッチングの域を出ませんでした。 

 この年はテレビ局の追跡取材もあり、まさかの失敗

を知りました。 

 「コアジサシの儚さ、守ってやらねば命を繋ぐこと

は叶わない。」感傷的になり（笑）、そこから、次年に向

け動きだします。“当然翌年もコアジサシが利用する！

と疑いも無く（笑）” 

 佐賀市水道局へ繁殖期間（4 月 1 日～8 月 31 日）の

利用申請、空き地を覆い囲むネットやデコイの備品費

用捻出（助成金の申請）、会員への協力依頼、等々。 

         

 

浄水場跡地 6,400 ㎡を小動物侵入防止ネット（高さ

1.5ｍ）で囲い、夜明け～日暮れまで 3 交代で見守りま

した。 

 

 

 

渡来数も徐々に増え 40～50 羽のコアジサシが乱

舞します。営巣も 10、12、・・・と増え、最初の巣

ではヒナが孵り出します。孵ったヒナを見付ける度

に大喜び、ギャラリ－もどんどん増えていきます♪ 

不思議です？前の日に孵ったヒナが居ない？次

の日も、次の日も、そして抱卵中の 7 巣を残して全

て去りました。 

夜中に何者かが侵入し食害しているのでは？囲

いネットには問題ありません！・・・徹夜の見張り

を始めました。カメラも設置しました・・・でも犯

人が分からない？ 数日が経ち、なんと白昼堂々、

中をネコが闊歩してるじゃないですか！ネコは 1.5

ｍのネットを難なく飛び越え逃げて行きました。 

その後、ネットに忍び返しを追加して、残った７

ツガイが 25 羽のヒナを育て上げました。 

 
 

 

 

 

 

前年の経験を活かし、水も漏らさぬ囲い設置で臨

みます。見守りは、コウノトリが白石町で九州初の

繁殖をしたため、人員全てをそちらに振り、コアジ

サシは無し。それでも問題なく順調に推移し、116

羽が巣立って行きました♪ 

 

 

昨年の成功を受け、営巣地整備のみを実施。 

油断してました。5 月２日、実った麦穂を食べに

集まったハシブトガラス 200 羽の襲撃に遭いまし

た。抱卵中の 20 巣の卵全てが捕食され、飛来中の

50 羽全てが営巣地を捨てました。 

営巣地の中をカラスが闊歩し、デコイを反しての

卵探しが暫く続きました。そこで、行政に相談して

カラス対策を実地、周辺のカラスを追い払います。 

対策後、遅れて飛来したコアジサシが挑戦し、47

羽が巣立って行きました。 
この年、皆様ご周知の通り、リトルタ－ン・プロ

ジェクト、日本野鳥の会、バードリサ－チ、東京都
市大、等々の呼び掛けでコアジサシの国勢調査が実
施され、日本鳥学会 2024 年大会で発表報告があり
ました。驚愕の結果でした。 

この年、カラスの襲撃に遭った佐賀の 47 羽が全
国で一番多い巣立ちとは。既に危機的状況じゃ無い
ですか！ 

コアジサシ渡来数が全国の 1.6％、巣立ち 18.3％
が佐賀の結果です。 

 

 

 

みんなで守ろうコアジサシ 

 

佐賀市浄水場跡地 

佐賀市浄水場跡地は有明海（東よか干潟）より北東
11.2 ㎞、に位置し、周りは水田地帯で縦横にクリ－
クが通っています。小さな集落は有りますが家屋は
疎らで少なく、周りにはキツネ・タヌキ・チョウセ
ンイタチ・ノネコ・アライグマ・ハヤブサ・ハシブ
トガラス・ハシボソガラスにアオダイショウ・シマ
ヘビ等々の捕食者だらけ。 
 

 

2022 年 

2023 年 

2024 年 
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雛に餌を与える親鳥 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜前ページより＞ 

 
この４年経済事情も有り、見守りはテントの下です、

見張り当初の寒冷に始まり、夏の酷暑も雨風も、蚊の襲
来にも絶え見守りました。 
 流石にこの夏は 38℃超え猛暑続きに負け「クーラ
－・トイレ付のプレハブ」を設置してしまいました。 
 またまた財政圧迫です（涙） 
 コアジサシは、途中事故等で親鳥１羽、ヒナ鳥９羽の
落鳥がありました。繁殖終盤にはネコの侵入をゆるし、
抱卵中の 7 巣が放棄しました。結果、2025 年は、営巣
数 71、巣立ちヒナ 119 羽の結果でした。 

 
 

 

 
佐賀の 6,400 ㎡の広さでは、どう頑張っても、100 羽

台の巣立ちが限度です。 
絶滅危惧ⅠB 類にランクを上げた現在、コアジサシの

自助努力に任せていては、いずれ絶滅の憂き目に遭うの
は明白です。 

ここでお願いですが、積極的な繁殖支援をすれば単純
計算、１箇所 100 羽、5 箇所 500 羽、10 箇所 1000 羽が
巣立ちます。 

今、頑張れば絶滅回避が出来るかも？ 
「みんなで守ろうコアジサシ」一歩踏み出しませんか！ 
    

日本野鳥の会佐賀県支部長 宮原明幸 
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リトルターン・プロジェクト 今後の活動予定 
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日本という国に限定すれば、フクロウを知らない人

もなかなかいないと思います。森の賢者としてあがめ

られ、一時期はハリーポッターの影響で一世風靡しま

した。ではフクロウの鳴き声は？と聞かれて何と答え

るでしょうか。鳥好きな人たちならともかく、一般の

人の多くは「ホーホー」と答えると思います。そうで

す。これはアオバズクの声。フクロウの仲間ではあり

ますが、種としてのフクロウではありません。フクロ

ウは「ゴロスケホーホー」と聞こえる声で鳴きます。

しかし、テレビや絵本などでフクロウは「ホーホー」

と鳴くと刷り込まれているのです。 

 そのフクロウですが、最近になって増えてきてい

るような気がしています。市街地の小さな緑地や都

市部の公園でも姿を見かけるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

1990 年代初めにフクロウの巣箱を架けたことが

ありますが、その頃は 2～3 年して巣箱が森に馴染

まないと使われないと言われました。実際、3 個架

けた巣箱はいずれも使われず朽ちてしまいました。 

 しかし、最近は設置場所さえしっかり見極めてあ

げれば、かなりの確率で巣箱を使ってくれます。見

極めといってもたいそうな話ではなく、候補木の下

で木に寄りかかって周りを見渡します。営巣中はオ

スがどこかで見張っているので、雄には巣穴が見え

る見張り場所が必要です。どこで雄が見張ってい

て、餌を持ってくるときはどこにとまるとか、樹冠

が開けすぎていてカラスに見つからないかとか、自

分がフクロウになった気持ちで場所を選定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そうすれば低くない確率で利用してくれるので

す。これまで山を歩いていて、スギ林の林床にフ

クロウの卵がそのまま落ちていたこともありまし

た。何だろうと思っていましたが、樹洞が減り、

地面に直接卵を産むフクロウがいると聞いて納得

したものです。また、スギの木の根元のくぼみで

営巣し、昼間は顔だけだしている滑稽なフクロウ

を見たこともあります。オオタカの巣に卵を産ん

で、しばらくオオタカが育てたという話も聞きま

した。フクロウも増えて住宅難に拍車がかかって

いるのでしょう。 

 

そのフクロウが市街地に進出してきているの

は、それぞれの環境に生息する小動物に順応でき

たことが要因の一つだと想像しています。フクロ

ウの餌と言えばネズミというのは古い話で、巣箱

を架けて営巣後に中身をチェックすれば、食べて

いるものはネズミだけでなく鳥やカエル、昆虫な

ど多様な痕跡が出てきます。占める割合も場所に

よってさまざまなので、その場所で捕りやすいも

のを捕っているのでしょう。それができるように

なったのが市街地進出の大きな要因の一つと考え

ているのです。 

 現在、日本鳥類保護連盟とサントリーホールデ

ィングス（株）では、この餌内容のバラエティさ

を環境バロメーターに利用できないかと取り組ん

でいます。鳥が自然のバロメーターという話は一

般的ですが、フクロウの餌内容を見ていくことで

林が変化している様子が分かるのではないかとい

うことです。フクロウは身近な存在になり、私た

ちに自然の変化を伝えてくれる。森の賢者と言う

にふさわしい存在になっていきそうです。 

 

 

森の賢者フクロウ 

巣作りのヒント 

自然のバロメーターとして 

フクロウ（左）とアオバズク 撮影 藤井幹 
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